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Abstract 一国史の総体としての世界史ではなく、移動する人や社会集団に焦点をあてる新しい歴史叙述の

試みとして、アフリカとカリブ海という今まであまり取り上げられてこなかった地域間の人の移
動、特に奴隷貿易について史料を検証しながら、特に19世紀における奴隷取引の特徴を明らかに
した。19世紀は奴隷貿易をめぐる国際環境が合法から非合法へと変化する時代であったが、イベ
リア半島（スペイン）、その植民地であるキューバ、そしてアフリカ各地では法の網を潜り抜け
ながら、奴隷取引が続けられた。その特徴を知るために、奴隷船パイロットの手記、奴隷貿易を
摘発したイギリスに残されている文書（海軍将校、拿捕した奴隷船を裁くために設置された法廷
コミッショナー、キューバやブラジル各港で監視活動をする英領事からの報告・記録など）、そ
して側のスペインに残されている資料（行政官、宣教師の記録）を利用した。明らかになったの
は、第一に、スペインがアフリカ沖合に領有するフェルナンド・ポー（現ビオコ島）の植民地化
政策が、実際にはアフリカとキューバ間の奴隷貿易を継続するという目的に沿ったかたちで実施
されたことである。第二に、奴隷貿易が終焉した後、19世紀末～20世紀初頭にかけて、フェルナ
ンド・ポーへはクラレチアン宣教団（カタルーニャ人が主体）が入植を進め、現地住民への介入
を強化しようとするが、そこにはキューバという植民地を喪失（1898年）したスペインが、次な
る進出先としてのアフリカ重視という政策の変化がうかがえることである。
The theme of the project is the slave trade network among Spain, Cuba and Africa during the 19th
Century. Based on primary sources such as memoirs by slave ship pilots, British court documents,
and Spanish official record, I have revealed some distinctive features of the trans-Atlantic slve
trade, which was being phased out under the strong abolition movement.Spain tried to continue an
illegal slave trade using its African colony(Fernando Poo) as a secret transit point.And the colony
later became a new forwar base for Spain's imperial adventures (for example, by Claretians)after it
had lost Cuba in the Spanish-American War. The project is free from the traditional framework of
national histories, and, reflecting a recent trend in global history, it focuses on social groups and
their migration between Africa and the Caribbean. A special place of Spain's african colony has
come to light in this new approach.
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研究課題（日本語）

19 世紀の大西洋奴隷貿易とカタルーニャ：アフリカ関係資料の可能性をさぐる

研究課題（英訳）

A New Perspective into Trans-Atlantic Slave Trade:
The Triangle of Spain, Cuba and Africa

１．研究成果実績の概要

一国史の総体としての世界史ではなく、移動する人や社会集団に焦点をあてる新しい歴史叙述の試みとして、アフリカとカリブ海という
今まであまり取り上げられてこなかった地域間の人の移動、特に奴隷貿易について史料を検証しながら、特に 19 世紀における奴隷取
引の特徴を明らかにした。19 世紀は奴隷貿易をめぐる国際環境が合法から非合法へと変化する時代であったが、イベリア半島（スペイ
ン）、その植民地であるキューバ、そしてアフリカ各地では法の網を潜り抜けながら、奴隷取引が続けられた。その特徴を知るために、
奴隷船パイロットの手記、奴隷貿易を摘発したイギリスに残されている文書（海軍将校、拿捕した奴隷船を裁くために設置された法廷コ
ミッショナー、キューバやブラジル各港で監視活動をする英領事からの報告・記録など）、そして側のスペインに残されている資料（行政
官、宣教師の記録）を利用した。明らかになったのは、第一に、スペインがアフリカ沖合に領有するフェルナンド・ポー（現ビオコ島）の植
民地化政策が、実際にはアフリカとキューバ間の奴隷貿易を継続するという目的に沿ったかたちで実施されたことである。第二に、奴
隷貿易が終焉した後、19 世紀末～20 世紀初頭にかけて、フェルナンド・ポーへはクラレチアン宣教団（カタルーニャ人が主体）が入植
を進め、現地住民への介入を強化しようとするが、そこにはキューバという植民地を喪失（1898 年）したスペインが、次なる進出先として
のアフリカ重視という政策の変化がうかがえることである。

２．研究成果実績の概要（英訳）

Thetheme of the project is the slave trade network among Spain, Cuba and Africa during the 19th Century. Based on primary sources
such as memoirs by slave ship pilots, British court documents, and Spanish official record, I have revealed some distinctive features
of the trans-Atlantic slve trade, which was being phased out under the strong abolition movement.Spain tried to continue an illegal
slave trade using its African colony(Fernando Poo) as a secret transit point.And the colony later became a new forwar base for
Spain's imperial adventures (for example, by Claretians)after it had lost Cuba in the Spanish-American War. The project is free from
the traditional framework of national histories, and, reflecting a recent trend in global history, it focuses on social groups and their
migration between Africa and the Caribbean. A special place of Spain's african colony has come to light in this new approach.
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